
東海道：三河・尾張９宿－０

東海道：三河・尾張九宿 ＆姫街道：嵩山―御油追分

街道筋に残る悲恋物語

０１境川―二川 ０９今本町―知立―今岡町

０２二川―飯村―湊町 １０今岡町―阿野―前後町

０３湊町―下地―佐奈橋 １１前後町―有松・鳴海―三王山

０４佐奈橋―御油西 １２三王山―笠寺・呼続―熱田

０５御油西―赤坂―本宿 姫街道

０６本宿―舞木―藤川町 １３嵩山―豊川（馬場町）

０７藤川町―岡崎―矢作橋 １４豊川（馬場町）―御油追分

０８矢作橋―宇頭―今本町

律令国家は、地方支配､調庸の中央への輸送のため七道（東海道､東山道､北
陸道､山陰道､山陽道､南海道､西海道）を定めた。これは行政区域でもあった。
東海道は伊賀､伊勢、志摩、尾張､三河､遠江､駿河､甲斐、伊豆､相模､武蔵､上
総、下総､安房、常陸であった。（武蔵は宝亀 2 年(771)東山道から変更された）
諸道には､駅、駅馬さらに郡衙には伝馬がおかれ道路は整備されたが律令国家
の衰退と共に駅制も崩壊していった。道路は荘園年貢の輸送として使われた。

鎌倉時代になり源頼朝が鎌倉に幕府を開いたため鎌倉への往来や物資の輸
送が多くなり整備されたのが今も各地に残る鎌倉街道である。
このとき東海道には鎌倉と京都と迅速な通信、円滑な交通のために伝馬や人
夫が常備された。

足利時代になり京都室町に幕府をおき、足利一族をはじめ守護・大名など
が京都に住むようになったため幕府は駅制を積極的に整備することはなかっ
た。時代と共に商業が活発になり専門の交通業者が現れ馬借、車借が活躍す
るようになり､守護は各地に関を設けて律料をとった。

足利幕府の弱体化と共に戦国大名が兵の移動､戦需物資の確保・輸送、領内
の命令伝達のために道路、手段を整備した。中でも北条､今川、武田、上杉
等は熱心であった。信長も交通への関心は高く国中の関所廃止､天正 2 年には
道路整備をしている。秀吉も道路整備、一里 36 町を定め塚を築いている。

慶長 5 年(1600)関ヶ原合戦に勝利した家康は交通政策に着手した。まず慶長
6 年に東海道に「伝馬の定」の朱印状を発行し、宿駅指定、伝馬の数、継ぎ立
て範囲、屋敷地の下付などを指示している。宿駅や制度は一度に全部出来た
ものでなく例えば、庄野宿は寛永元年（1624）に成立。吉原宿が寛永 10 年
(1633)最後に 53 番目の宿として出来た。また助郷制度も寛永 14 年(1637)島
原の乱で江戸と九州の往来、物資の輸送が活発になり導入される。同 15 年に
は馬 36 疋から 100 疋に定められるなどその都度見直されていた。

宿駅制度の策定は家康の命を受けた伊奈忠次、大久保長安、彦坂元正共に
代官職、彼らは関ヶ原合戦の時は小荷駄奉行で道路､交通に精通していた。最
高機関は初めお目付がを兼帯していたが万治 2 年(1659)道中奉行を設けた。次
第に宿の経営が苦しくなってきたので勘定奉行も兼帯させた。
明治 5 年(1873)“相対人馬逓伝の法”が制定され宿場の任務は終わる｡
（参考：日本街道ものしり事典、主婦と生活社）

主人公 お相手 ひとくちあらすじ 名残りの寺院神社
力寿姫 大江定基 愛妾姫病死、定基亡骸に縋って7日7晩悲しむ。

菩薩のお告げで姫の舌を切って寺を建立。
長福寺､財賀寺
三明寺

御油の飯盛女4人 （大津屋） 世をはかなんで池に投身｡大津屋弥助菩提弔う 東林寺

浄瑠璃姫 源義経 義経、奥州に下る途中矢作長者の姫と互いに一
目惚れ｡別れたが・・悲しく菅生川に投身

誓願寺、東林寺

杜若姫 在原業平 はるばる都から業平を追って来たが逢えなく、
悲しく逢妻川に投身

無量寿寺

寺の下女 美男青年僧 あまり美しくない寺の下女が美男青年僧に片
思い、食が進まず衰弱死､めったいくやしい!

洞隣寺

宮簀媛 日本尊 結婚を約して東征、再会契り結ぶもつかの間
姫と剣残し伊吹山へ、山の神のたたりに遭う…能褒野で

熱田神宮、松ご社
氷上姉子神社

槐（カイ） 藤原師長 師長 43 才、槐 16 歳年を忘れた恋!!。師長との
別れが悲しく庄内川に琵琶を抱いて投身

嶋川稲荷境内
師長謫居跡

玉照姫 藤原兼平 鳴海長者の心やさしい侍女、善行で兼平に
見初められて玉の輿

泉増院、笠寺観音

H13/4—H14/3
あきやま ゆたか

H14 年 4 月

参考
桃花台中日文化ｾﾝﾀ 「ー街道」を歩く講座テキスト
愛知県の歴史散歩上下 株式会社山川出版社
東海道膝栗毛上 十辺舎一九 岩波書店
東海道の歴史と文学・物語五十三次の魅力再発見 鈴木幸明
名古屋いまむかし 舟橋武志編 ﾌﾞｯｸｼｮﾌﾟﾏｲﾀｳﾝ
熱田歴史散歩 日下英之 風媒社
藤川宿散策のしおり 藤川宿町づくり研究会

その他市町教育委員会発行史跡冊子、観光協会発
行ガイドマップなど


